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第 39回日独スポーツ少年団同時交流派遣団員の募集について（依頼） 

 このことについて、別紙実施要項のとおり開催されるにあたり、団員の募集依頼があり

ました。 

つきましては、別紙募集要項のうち、所定の活動単位の合計が 20単位以上の団員におい

て参加希望がある場合、下記のとおり推薦くださるようお願いします。 

なお、派遣人数・候補者の調整は福島県本部において行います。 

記 

１ 募集内容  別紙募集要項における「７．〈団員〉（１）」該当者 

２ 推薦要件  帰国後、福島県スポーツ少年団リーダー会に入会すること。 

       （入会している者は、その旨を申込書の現在の活動状況欄へ明記すること） 

３ 提出期限  平成 24年１月 20日（金） 

４ 提 出 先  喜多方市スポーツ少年団本部事務局 

５ 提出書類  （１）活動調書 

        （２）申込書 

        （３）活動単位数確認表 

        （４）申込課題（作文） 

６ そ の 他  （１）県内派遣候補者は、平成 24年 2月下旬に決定されます。 

（２）参加負担金１人 25万円（募集要項６）のうち、10万円を県本部が

補助します。 

（３）参加負担金に含まれない個人負担（募集要項６）のうち、（２）及

び（３）については喜多方市本部が補助します。 

 

 

 

【事務局】 喜多方市教育委員会生涯学習課スポーツ振興係 内  

担当 上野  TEL 0241-23-2116    

FAX 0241-25-7075    

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：sports@city.kitakata.fukushima.jp  



 

 

第39回日独スポーツ少年団同時交流実施要項（案） 

 

  本事業は、日独両国のスポーツ少年団の優れた青少年および指導者の相互交流により友好と親善

を深め、国際的能力を高めると共に、両国の青少年スポーツの発展に寄与することを目的に、

2011年に調印した「日独スポーツ少年団国際交流協定書」にもとづき、次のとおり実施するもの

である。 

 

１． 主催 

公益財団法人 日本体育協会日本スポーツ少年団 

各道府県体育協会 各道府県スポーツ少年団 

 

２． 後援 

文部科学省（予定） 

 

３． 期日・期間 

〔派遣〕2012年8月1日（水）～8月18日（土）  16泊18日 

＜日本団集合（結団式）：7月31日（火）＞ 

〔受入〕2012年 月 日（ ）～ 月 日（ ）  16泊17日 

 

４． 派遣・受入人数および構成 

両国ともそれぞれ125名を派遣・受入する。日本団の構成はブロック単位のグループ編成

とし、ドイツ各州・各団体とのパートナー方式で交流する。 

〔団員・指導者〕     122名（指導者は1グループ原則1名） 

〔団長団〕              3名 

計125名 

 

５． 日本団 

（１） 派遣資格 

〔団 員〕 
日本スポーツ少年団シニア・リーダー認定者（含む平成23年度認定見込者）、もしく

は所定の活動単位取得者で、かつ1990年4月2日～1997年4月1日生まれ（派遣年度に16歳
～22歳の誕生日を迎える者）の平成23・24年度登録者。但し、申込者多数の場合は、シ
ニア・リーダー認定者を優先する。 

〔指導者〕 

日本スポーツ少年団有資格指導者（認定育成員・認定員）で、原則として40歳までの

平成24年度登録指導者（役職員登録者含む）。 

 

（２）推薦方法 

別に定める募集要項により、各道府県スポーツ少年団が推薦すること。 

 

（３）日本団の決定 

第1次選考：書類審査 

第2次選考：第1次選考合格者を対象とする事前研修会 

       〔期間〕指導者5月3日～5日、団員5月4日～5日 

〔会場〕国立オリンピック記念青少年総合センター 

 

（４）グループ別事前研修会の実施 

派遣決定通知後、全体での事前研修会の結果を踏まえ、共通テーマ・その他準備に関

しさらに研修を積むため、各グループの指導者を中心にグループ別の事前研修会を実施

する。 



 

６． ドイツ団受入担当区分等 

（１）来日直後および帰国直前における全体プログラム期間中は、日本スポーツ少年団が担当

する。 

＜全体プログラム（前半）＞ 

期間：7月 日～ 日（2泊）〔未定〕 

場所：関西方面〔未定〕 

＜全体プログラム（後半）＞ 

期間：8月 日～ 日（2泊）〔未定〕 

場所：東京都〔宿舎未定〕 

 

（２） 全国各地における滞在（地方プログラム）期間中は、関係道府県スポーツ少年団および

そのグループ内において担当する。 

 

（３） 地方プログラムの実施にあたっては、各受入グループ幹事県を中心とした委員会を設け、

その計画と実行にあたる。 

 

７．経費について 

  〔派遣〕 

負担金     1人25万円 

〔受入〕 

（１） 全体プログラム期間中の受入経費については、日本スポーツ少年団が負担する（各 

グループ離散集合費を含む）。 

 

（２） 地方プログラム期間中の受入経費については、関係道府県スポーツ少年団が負担す

る。なお、日本スポーツ少年団が手配する受入通訳の謝金については、各グループ

幹事県より提出される通訳業務報告に基づき、日本スポーツ少年団が負担する。 

 

（３） 本事業は、「財団法人JKA（競輪公益資金）」の補助を受けて実施する。 

 

８．共通テーマ 

交流における研修成果をより高めるため、両組織間で設定した共通テーマに基づき、両国団員

の身近な問題をディスカッションなど様々な形態と方法により研究する。共通テーマは下記の通

りとする。 

 

共通テーマ： （調整中） 

 

日独スポーツ少年団同時交流は、日独スポーツ少年団同時交流は、日独スポーツ少年団同時交流は、日独スポーツ少年団同時交流は、    

競輪の補助金を受けて実施します。競輪の補助金を受けて実施します。競輪の補助金を受けて実施します。競輪の補助金を受けて実施します。    

 http://ringringhttp://ringringhttp://ringringhttp://ringring----keirin.jpkeirin.jpkeirin.jpkeirin.jp    



 

 



第 39回日独スポーツ少年団同時交流 

団員・指導者募集要項 

 

公益財団法人日本体育協会日本スポーツ少年団は、別紙実施要項（案）にもとづき、各道府県スポー

ツ少年団との協力により、第 39回日独スポーツ少年団同時交流を実施する。 

本事業は過去 38 回の交流の成果を踏まえ、団活動の活発化と団員・指導者の更なる資質の向上、地

域間交流の促進を目的として行うものであり、日本代表としてふさわしい団員・指導者を下記により募

集する。 

 

記 

 

１．派遣期間 

2012年 8月 1日（水）～8月 18日（土）  18日間 

    ＜日本団集合日（結団式）：7月 31日（火）＞ 

 

２．派遣先         

ドイツ連邦共和国〔受入機関 :ドイツスポーツユーゲント（dsj）〕 

  

３．主催 

公益財団法人日本体育協会 日本スポーツ少年団 

各道府県体育協会等 各道府県スポーツ少年団 

 

４．募集人数 

団員・指導者 計 122名 

                       

５．共通テーマ 

調整中 

 

６．経費 

派遣参加負担金  1人 25万円 

※ドイツ滞在中の基本滞在費（宿泊費、食事代、施設入場料等）は上記負担金に含まれる。 

※次のものは参加負担金に含まれず、個人負担となる。 

（１）渡航手続き（パスポート取得等）に要する経費 

（２）居住地から事前研修会々場までの往復交通費 

（３）居住地から結団式会場までと成田空港から居住地までの交通費 

（４）現地における各グループ内共通経費および個人的諸費用 

 

７．応募資格 

  ＜団員＞ 

   以下の条件を満たし、道府県スポーツ少年団本部長が推薦する平成 23・24年度登録者。 

（１）日本スポーツ少年団シニア・リーダー認定者（含む平成 23 年度認定見込者）、もしくは所定の活

動単位（別紙参照）の合計が 20単位以上の者で、かつ 1990年 4月 2日～1997年 4月 1日

生まれの者（派遣年度に 16 歳～22 歳の誕生日を迎える者）。但し、申込多数の場合は、シ

ニア・リーダー認定者を優先する。 

（２）将来、スポーツ少年団指導者として活躍が期待できる者。 

（３）心身強健で協調性のある者。 

（４）英語または独語で会話することが可能な者。 

（５）地域、県内、県外交流経験の豊富な者。 



     

＜指導者＞ 

以下の条件を満たし、道府県スポーツ少年団本部長が推薦する平成 24 年度登録指導者（役職

員登録者含む）。 

（１） 日本スポーツ少年団有資格指導者（認定育成員・認定員）であり、グループワークの経験と能

力が豊かで、長期間における団員の引率指導が的確にできる者。 

（２） 国際交流において、日本の代表としてふさわしい人格・見識を有する者。 

（３） 英語または独語で会話することが可能な者。 

（４） 原則として 40歳までの者。 

 

８．提出書類 

（１）推薦書・申込書（様式別添） 

（２）作文 

・下記課題について指定用紙もしくは原稿用紙に 1,600字程度でまとめること。 

（パソコン等の使用可） 

 

〔団 員〕「日独同時交流で何を学ぶか、それを今後のスポーツ少年団活動にどのようにいか 

すか」 

〔指導者〕「スポーツ少年団活動と日独同時交流経験の活用について」 

 

９．推薦期限  

各道府県スポーツ少年団は、書類選考・面接試験等を経て派遣候補者を選び、来る 2012年 

3月 16日（金）【必着】までに推薦のこと。 

 

１０．選考  

日本スポーツ少年団にて、2012年 3月中に提出書類による第 1次選考を行い、さらに第 2次 

選考を兼ねた事前研修会を同 5月 3日～5日（指導者）、5月 4日～5日（団員）に開催し、その後、 

派遣者を決定する。 

 

１１．選考結果通知 

第 1次選考結果は 2012年 4月上旬に、第 2次選考結果については同年 5月中旬に、それぞれ各

道 

府県スポーツ少年団および本人宛に通知する。 

 

１２．事前研修会 

第 1次選考による派遣内定者は、下記により開催する事前研修会に必ず参加のこと。なお、研修 

会の詳細日程および内容等については、第 1次選考結果と併せて通知する。 

        

〔期間〕 

指導者 : 2012年 5月 3日（木）～5日（土）  2泊 3日 

         団  員 : 2012年 5月 4日（金）～5日（土）  1泊 2日 

      〔場所〕 

東京都／国立オリンピック記念青少年総合センター 

〒151-0052 渋谷区代々木神園町 3番 1号 
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